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1.はじめに 
　現在、日本の成人のうち、男性は33.8%、女性は
37.0%が運動不足であると言われている。そんな中、
健康のため運動不足を解消しようとした人が行なった
運動として、最も多い運動法はウォーキングであると
いう実験結果が出ている。 
　ウォーキングの目標を設定する際、一般的に歩数や
距離を使用することが多いが、消費カロリーを使用し
ても良いのではないかと考えた。しかし、iOS版
Googleマップアプリで消費カロリー表示機能が実験
的に導入されていたが、その消費カロリーが体重など
を考慮していない単なる推定値でしかないなどの理由
により、2017年10月に削除されている。消費カロ
リーは体重などによって大きく異なるため、個人の
データを踏まえた結果を出すことが重要である。 

2.目的 
　ルート検索をした際、体重を考慮して消費カロリー
を予測および表示させるシステムを作成し、ウォーキ
ングを促進することが目的である。 

3.手法 
　はじめに使用者が、出発地点、到着地点、体重など
を文字で入力する。すると、システムはまずルートを
検索し、そのルートの距離と歩いた場合の時間を調べ
る。次に使用者が入力したデータやシステムが計算し
た値を使って消費カロリーを計算、予測し、ルートと
ともに表示させるという仕組みである。 
　ルート検索の際には地図の情報として、Google 
Maps APIを利用する。Google Maps APIとは、
Google社が提供しているGoogleマップを様々なサー
ビスで利用できるようにしたものである。地図を表示
するだけでなく、検索ボックスの配置や距離の計算な
ど様々なカスタマイズをすることができ、JavaScript
を用いてアクセスすることが可能である。 

4.実験・評価方法 
　被験者に、システムで示されたルートをカロリーカ
ウンターを所持しながら歩いてもらう。そして、シス
テムが予測した消費カロリーと所持していたカロリー
カウンターが出力した消費カロリーを比較する。も
し、それらの値が近似していれば、そのシステムが予
測した消費カロリーは正しいと言える。 

5.結果 
　本研究で制作したシステムの実行例は図1の通りで
ある。図1は、東京駅から銀座駅までのルートとその
消費カロリーを示している。 

図1　実行例 

　また、評価実験にて、カロリーカウンターから得ら
れた消費カロリーとシステムから算出された消費カロ
リーは比較的近い値を示した。 
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